20150419
キリストを誇れ（Ⅰコリント1:26-31）
今日、礼拝をささげている皆さんは、ぜひ信仰的にも認められる人、そして、人間的にも好かれる人になってもらいたいなと願います。どんな人がそのような人でしょうか。格好いい人。素敵な人生。ぜひ皆さんの分ですので、それを自分のものとしてしっかりとキャッチして素敵な人生を歩んでいただきたいと願います。
それは結論から申し上げますと、何を誇りに思って生きているかによって決まるようになります。皆さんにとって何が誇りでしょうか。何が自慢でしょうか。自慢するものが何もないでしょうか。今日からは、そう言ったものが何もなくても結構なので、ぜひ正しい埃とプライドを持って、神様にも認められ、周りの人々にも好かれる人になっていただきたいと願います。

このコリントという地域は、ものすごい文化を持っていて、また貿易が盛んな町でありました。そして、当時、他の地域も同じでしたが、コリントももちろん哲学にはまっている人が多く、知識の論争などによって知識を自慢するような時代でした。そこでパウロは、コリントの教会の中にそのような風が吹いてきていることに気づいて手紙を送った内容の一部分が今日の箇所です。そこにこのように記されています。神様があなたがたを召されたということをよくご覧ください。知識のある者も多くないし、権力のある者もないし、身分の高いものも多くない。なぜ神様は、そういった人々を召されたのでしょうか。それをよく考えてください。それを考えれば、神様の願い、また先ほど申し上げた格好いい人、素敵な人生を送る秘密が分かるようになる。神様のメッセージは一体何なのかしっかりと聞きいれてキャッチしてほしいという意味を持って書いたものです。皆さん自分自身のことを、周りを見ていてください。ここにもそうでない人もいるでしょうが、あまり権力のある者もなさそうだし、知識のある者もそんなにいるようには思えないし、身分の高い国会議員なども一人もいないし、なぜ教会にはこんな人ばかりなのか、その理由を正しく理解しないといけません。そこからスタートです。それは神様の好みが知識のない無知な者、権力などない無力な者、身分の低い、下っ端をくぐるものが神様の好みだからそういった人ばかり召されたのでしょうか。その理由について、このように次に述べています。知恵ある者を辱めるために、この世の愚かな者を選んだ。強い者、権力ある者を辱めるために、弱いものを選ばれた。また、ある者を、裕福な者を辱めるために、無に等しいものを選ばれた。そのようにおっしゃっています。これはどういう意味なのでしょうか。学歴のある者、知識のある者、また力のある者は、神様に愛されることはできないのでしょうか。そういう意味ではありません。また、私たち弱い者を選ばれて、それを道具にして強い者を何かの攻撃によって辱めるという意味なのでしょうか。そういう意味でもありません。

この世の中では、先ほど申し上げました知恵のあること、権力のあること、また、身分の高いことなど、世的に優れた何かがあればそれが誇りの基準なのです。それを自慢するようになります。人によって現れ方はいろいろ違うでしょうが、それによって世の中では、自分は少し上で、上から目線で見るようになる基準なのです。そのような基準を全部ひっくり返して、全部なくしてしまうという意味なのです。本当はそうではないから。また、そのような基準を持って、そういう自慢や誇りにひたっていると、人生に置いて一番大切な祝福を逃してしまうようになるので、人間のために、人類のために、ひとりひとりの人のために神様は、このような選び方をされたということを聖書は私たちに語っていらっしゃるのです。それはどういう意味なのかと言いますと、よいものです。必要なものかもしれません。実際に自慢できそうなものかもしれません。しかし、世にあるもの、この世に属しているものの中には、まことに誇れるようなものは一切ありませんというメッセージです。そのために、皆さんが力の無い、無知な者で好みだから、そういう人を神様はもっと愛しているからではなくて、そのような人々を選ばれたというのは、世の中の基準、幸せと誇りの基準をすべて破壊するためです。それが神様のメッセージです。だから、皆さん自分自身を見ながら、教会の在り方、有様を見ながら、そのメッセージを聞かないといけません。なるほど、今まで自分自身もそのような基準を持って、誇りに思ったり自慢したり、逆に落ち込んでいたりしたのだねと。その基準は、キリスト、イエスにあってもう終わりです。その基準によって振り回される人生はもう御免だ。それが素敵な人生、格好いい人として生きるためのスタートです。基準を変えないといけません。神様が、それをばらすためにわざわざ愚かな者、ないに等しい者、私のような者を選ばれたわけです。ちっぽけなものを選ばれました。神様は貧しい人が好き、ちっぽけなものが好き、病気の人が好きだからではありません。メッセージのためです。正しく聞きなさい。この世にあるものは、どんなものであれそれが優れているかもしれません。立派なものかもしれません。必要な者でしょうが、誇りにはなれません。自慢げにそこにひたっているようなものは、一切ありません。
なぜでしょうか。それは私たちしか知らない秘密です。なぜかと言いますと、実は世界中を見ると普通に考えると誇りに思えるようなものがたくさんあります。日本でも富士山が世界遺産に登録されました。誇りに思って自慢したくなりますよね。それは別に悪くはありません。でも、だからといって、その誇りに思えるものが、人生に幸せをもたらしたり、私たちの人生の根本の部分を変える力を持っているかと言いますと、全くそうではありません。世界を動かすことができるほどの思想などもあります。実際、歴史の中には、そういったことがたくさんありました。今は、それほどではありませんが、目に見えない形をとって様々なところにそのような思想が浸透していく時代です。それほどの影響力を示す思想です。ときにはその思想に捕らわれて自爆をするときもあるし、いのちをささげるほどの価値をそこで見る人間もいます。しかし、そのように影響力のある思想であっても、人生の根本を変えることはできません。そういう意味で、それが人にまことの幸せをもたらすこともできないし、人生を変えることもできないので、そういう意味で、それは自慢できるものなのか、それを誇りに思って慕っていると、本物を逃してしまうよというメッセージなのです。皆さん、ぜひ素敵な人生、周りからも好かれる、神様も喜ばれる人、人生を歩んでいただきたいと思います。

どうすればよいでしょうか。この世には優れたもの、すごいものがたくさんあるにもかかわらず、何一つ誇れるものは存在しないということをしっかり分かったその所から素敵な人生は始まります。神様が言いたいこと、神のメッセージはそれです。人生の根本はいったい何でしょうか。元々、神様によって作られ、特別に神がともにおられる霊的な存在、神のかたちとして作られました。それにもかかわらず、取り返しのつかない罪を犯すことによって、その罪を原罪と言います。それは一人に留まらないで、地球が終わるまで、また一人の人生が地獄に行くまでずっと消されないまま続く罪です。何をどうしてもどう変えようが、何がどう変わろうがそれは消されないものです。それを原罪と言います。その罪によって、神のかたちが壊れ、祝福が全部奪われて、その代わりに目に見えない悪魔、サタンというものが人を支配するようになりました。これが人生の根本です。認めたくないでしょうが、実は「オギャー」と赤ちゃんとして生まれたそのときから、神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるのが人生の根本というものです。神の恵みの他には、これに気づいて心からうなずくことはできません。しかし、「そうですね。なるほど」とうなずくようになった人は、もうすでに聖霊が宿っている人、神の恵みに預かっているものなのです。これこそが人生の根本です。世の中にある優れたもの、よいもの、立派なものはたくさんあるにもかかわらず、何一つその中に、この人生の根本を変えることはできません。ですから、優れたもの、権力を持って知恵を持って、豊かな富を持って、高い身分を持っててでも、結局は運命に捕らわれて生きるしかないし、生きるときには不幸の中を歩き、最終的には滅びるしかない人生から一歩も逃げられません。そのようなものを肉体的に人間的な目で見たときに、良い悪い、上下があるからそれで誇れるのでしょうか。少し国的にも世界的にも見ると誇れるようなものがたくさんあるし、また文化の中、伝統の中、個人を見ていても他の人より頭が切れている者もいるし、最初からいろいろな者に恵まれている者もいるし、その人の家系を見るとものすごい政治家の家系だという自慢もあるし、個人的に他の人よりものすごく穏やかな性格を持っている人もいるし、それから、個人的に他の人と比べたときに才能がある人、音楽、芸術の才能、また手先がものすごく器用な才能を持っている人もいます。だから、そのような人々はそれを自慢や誇りに思って、それをもっていない人々を見たときには、自然と比較し比べるようになるしかありません。反対に、そのようなことを持っていない人は、自慢の反対に劣等感を持って落ちこぼれるしかないのではないでしょうか。そのように生きてきたのではないでしょうか。今もそうだし、それが基準なのです。世の中の誇りの基準です。
しかし、覚えていてください。神様は、そのような世の中でわざとマイノリティに属する人々を召されました。「そうではないのだよ」というメッセージを語るために。「それは基準ではないよ。それは誇りにはなれないよ」と。自慢できるもの、誇りにできるものを持っていると、すぐに優越感にひたったり、逆にそれがない場合は、劣等感に溺れたり、あるいはそういうものを持っていると高慢になったり、そうでないと萎縮してしまったりというのが人生であり、私たちが生きることではないでしょうか。神様は、まず人生を正しく生き、また素敵な人生を送って、それから本当に格好いい人になりたいのであれば、そこを変えないといけません。この世にあるどんなすごいものでも、まことに誇れるようなものは実はありません。もしかして、そういったもので誇りに思って、自慢したくなったときは、すぐに考えてください、それは、人生の根本のことを忘れたのか、あるいは最初からそれを知らないでイルカの裏返しです。つまり、創世記３章の原罪が分かっていない無知です。自慢すること、なんでもかんでも誇りに思う。面接のときには自己アピールをしないといけません。そういうことを言っているわけではありません。しかし、なんでもかんでもちょっとした良いことがあれば、少し他の人ができないことができれば自慢したくなる。私はこうだと。逆に何かの劣等感を隠して、表面に現れるものかもしれません。そのような人は、回りから好かれません。皆さんも経験したでしょう。本当に自慢できるものを持っているか持っていないかは分かりませんが、自慢話をする人は好かれません。逆に、落ちこぼれて「私には自慢できるようなものが一切ありません」とずっと落ちこぼれている者も好かれません。そのようなことが基準ではありません。だから、神様は私たちのようなものを召されました。

ですから、このように覚えていてください。本物の誇りでないもので誇りたくなる、自慢したくなるときには、すぐに考えてください。「あっ、今自分は創世記３章を忘れているのだ。今自分は現在のことを忘れているのだ」と。あるいはそういうことを知らないということです。だから、昔から聖書を見ると、神様は高慢に対してものすごく厳しいです。なぜでしょうか。ただ高慢だから気に入らないではありません。『うなじのこわいもの』などとおっしゃっていますが、それを裏返しますと、神様が一番言いたいことは、「この世の中は、創世記３章の力、原罪によって捕らわれどうにもならない滅びるところ」だということなのですが、それが聞こえてこないのです。自慢げなものがあって、誇りに思えるようなものがあって、そのような基準を持っているから。素敵な人生、本当に格好いい人になるためには、世にある者の中では、まことに誇れるようなものは、逆に言うと、落ちこぼれるようなことも一切ありません。

つまり、今日のメッセージはどういう意味なのかというと、まとめて裏返して申し上げると、「皆さん、世の中の人々よ。本当に創世記３章の原罪を知る者になりなさい」。これがメッセージです。「それを本当に分かっているなら誇れるのか。今自慢しているものを自慢できるのか。逆に落ちこぼれている者は、何のために落ちこぼれているのか。ブスだから、才能がないから、病気だから、社会的な身分が低いから。他の人のように家庭環境に恵まれていないから。逆なれば幸せになれるのか」という話です。何を基準にして生きているのか。神様は今も私たちのために、祝福を、答えを用意していらっしゃいます。ただ私たちのこの基準が変わらないのです。いまだにこの肉的な誇りの基準を持って、それによって左右される。また、自慢するための誇りの内容をいっぱい集めようとして頑張っているのです。それがいっぱいあれば誇れるかと思って。神様はおっしゃっています。「あなたは罪が何かまだ分かっていないのだね。高慢になっている、自慢しているあなた、落ちこぼれているあなた。まだ創世記３章が何かわかっていないのだね。人間の根本的な問題が何か分かっていないのだね」とおっしゃっています。ぜひ皆さん、残りの生涯、素敵な人生を送っていただきたいと思います。周りからも好かれる格好いいクリスチャンとして歩んでいただきたいと思います。
その第１の条件が何かというと、本当に原罪と創世記３章の霊的な問題をしっかりと知っている人です。その人は自慢できません。自慢しません。落ちこぼれもしません。誇りも持たず、劣等感も持ちません。優越感もありません。創世記３章の巨大な罪の前で、どんな文句が言えるのでしょうか。何がそんなに偉いのかという話です。ですから、これが分かった者は、当たり前にこのような結論に移るようになります。人生においてまことの誇りは、キリストだけです。それが素敵な人生の第一歩です。格好いい人になるために。皆さんは、そのように実際に思っていらっしゃるのでしょうか。それなのになぜそんなに暴れて、なぜそんなに落ちこぼれていらっしゃるのでしょうか。そういうことはいりません。今日からは、キリストだけを誇りにしてください。

そのような内容は、聖書にもたくさんありますが、その代表的な人、それを発見した人がパウロです。パウロの告白の中で、２つだけ取り上げて申し上げます。Ⅰコリント2：2を見ると、このお話をしてその後、すぐにこう言っています。「なぜなら私は、あなたがたの間で、イエス・キリスト、すなわち十字架につけられた方のほかは、何も知らないことに決心したからです」。キリスト、イエス、その十字架の他には、何も気にしない。私に影響を与えるようなものはない。自慢も落ちこぼれもない。私はキリストの十字架だけを誇りに思う。分かっているから。ピリピ4：13においても、ご存知のようにパウロは世的な基準から見ると自慢できるようなものだらけです。王の家系、血統が王の血統です。当時、植民地なのに、ローマの市民権を手に入れている者です。それもお金をたくさん払って勝ったものではなく、生まれたときからそれを手に持っていました。それでユダヤ教の中では、パリサイ人の中のパリサイ人であって、ガマリエルという博士の下で勉強している、つまり、博士の学位を持っていました。まだ若いです。これから将来有望でみなが期待を寄せていた若者でした。主のための熱心というものは、いのちをかけていた者です。それらを並べようとするときりがない、他の人より２倍、３倍、５倍ぐらいあるものです。しかし、パウロは分かりました。創世記３章の現在が何か分かったときに、私は母の胎から他の人より２か月半ぐらい前に生まれた、そんなちっぽけなものなのです。ダビデも言いました。私は母の胎から、胎内から罪人だった。何を誇れるのか、何が自慢できるのか。それでパウロはそういったすべての自慢話を全部片づけて、それをキリストのゆえにちりあくただと思う。キリストしか誇れるものはない。パウロはそのことが分かっていました。なぜなのかと言いますと、Ⅰヨハネ3：8にあるように、キリストの他には人生を運命の力に捕えて、地獄に引っ張っていく悪魔のしわざを打ち壊すことができる者は世に存在しません。だから、キリストだけが誇りなのです。キリストの他には、神から離れてさまよいつつ暗やみの世界を生きるしかないし、地獄に行くしかない。霊的な問題を抱えて、偶像崇拝にだまされて一生、霊的な問題を抱えて生きるしかない、私たちがまことの神様と出会っていのちが得られる唯一の道なのです。ヨハネ14：6に書いてあるように、「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」。世界中の優れたもの、よいもの、立派なものの中で、それができるものはどこにあるのでしょうか。キリストだけが誇りです。

そして、このすべてをもたらした私たちの現在、また私たちが犯してしまった罪、あらゆる罪を全部合わせ、その罪のためにご自分で身代わりとなって罰せられ、その罪をきれいに清め処理された方はキリストだけです。それができるのは宇宙でキリストしかありません。ローマ5：8に書いてあるように、私たちがまだ罪人であったとき、イエス・キリストは十字架にかけられて私たちに対する神様ご自分の愛を明らかに示されたとあります。私たち滅びるしかない罪人の代わりに愛を持って、身代わりとして十字架にかけられる方はキリストしかいらっしゃいません。だから、キリストだけが誇りなのです。それでイエス様ご自身がおっしゃいました。私がこの世に来たのは、あなたがたにいのちを与え、それを豊かにするために来たのだと。だから、キリストだけが誇りなのです。いのちが与えられ、そのいいのちが豊かに、豊かになるようにできるのは、教育でもありません。福祉でもありません。芸術でもありません。政治でもありません。優しい心でもありません。努力でもありません。法律でもありません。決まりでもありません。道徳でもありません。キリストだけです。だから、キリストだけが誇りなのです。神様は、ものすごく単純明快にメッセージを語っていらっしゃいます。なぜ私たちのようなものが召されたのでしょうか。強い者を辱めるためにというのは、そこに希望はないということを知らせるためです。つまり、「人間どもよ、創世記３章の原罪、霊的問題、宇宙にあるどんなによいものでもどうにもならないそのことについて、ぜひ知ってほしい」。これが神様のメッセージです。簡単でしょう。もしも知識がそれを邪魔するのであれば、その知識はのろいなのです。人の優しい心が、伝統が、この神様のメッセージを邪魔するのであれば、それはのろいなのです。もしも自分の今の状況が豊かで、社会的身分が高いから安全だと思って、今の神様のメッセージに耳を傾けないで無視するのであれば、その高い身分がのろいなのです。人間は一人も例外なく、すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができないのです。世にあるものではどうにもなりません。100回結婚して、100回離婚しても問題は解決しません。何に皆さんはかけていらっしゃるのでしょうか。子どもが他の人より優秀な大学に入ると、それが誇りでしょうか。それで創世記３章の問題に役立つと思いますか。「私の息子を誇りに思うよ」と思ったその瞬間、皆さんは、創世記３章を忘れる無知な人になる瞬間なのです。忘れないように。神様のメッセージは創世記から黙示録まで一つしかありません。創世記３章を思い起こしなさい。そうならば、キリストしか誇りはないのではないか。キリストだけでないのか。
パウロは分かりました。そんなに自慢できるものをいっぱい持っていたパウロが、キリストが私の知恵だと言いました。今までは自分が学んだ知識が知恵だったのです。たまに、高校生クイズ大会などを見ると面白いです。高校生なのに、あれほど頭がよい人間がいるのか。天才だとびっくりするのですが、でも、ある意味では心配です。そんなきれた頭を持っているので、自分は優秀でよい人間だと思うかもしれません。そうすると、無知なのです。それがのろいです。キリストは見えません。アインシュタインは、死ぬ時に言ったそうです。私が今まで得られた、習得できた知識というものは、神の知恵と比べると海辺の砂場の砂一粒にも足りないと。そうでしょう。当たり前でしょう。アインシュタインのIQと知識を持って、創世記３章に対抗できると思いますか。とんでもありません。逆に利用されます。彼は悟ったから幸いです。これが正しい人間になるためのプロセスです。だから、キリストが私の知恵であり、キリストが義であり、自分が優しいから、良い性格を持っているから、頑張って人に迷惑かけないで配慮したから義ではなく、キリストが私の義であり、キリストが私のきよめであり、キリストが私のあがないです。キリストだけが誇りです。これを知ることが、これに気づくということは、一番大切です。
それから、ここまでが本当であれば、皆さん、これから素敵な人生、本当に格好いい人として、神様から認められ、周りからも好かれるためには、この結論を持ってキリストだけを誇ると決心して実践するとそうなります。分かっているだけではなくて。だから、具体的にキリストだけを誇りにすると決心して、それを実践してみてください。どういう意味なのでしょうか。２４時間、人に会うたびに「キリスト、キリスト」と言うことでしょうか。そういう意味ではありません。キリストだけを誇りにし実践するというのは、今まで私たちが基準にしていた肉の誇りの基準、外見による基準のすべてのスタンから離れて自由になるということです。それがキリストだけを誇るということを実践することです。今までそのような世になる肉の誇りになるような基準によって、高慢になったり、挫折したり、それが言い訳になったり、また他人と比較するような内容になったでしょう。そういったすべてを捨てるということが、キリストだけを誇りにするということなのです。関係ないと。キリストだけを誇りにしてください。なんと自由でしょうか。そういうことに一切引っかからない。その結果、キリストだけを誇るということはどういうことなのかというと、余計な無駄な戦いを避けて通るということです。どちらが良いか悪いか、上か下か、歩かないかなどに引っかかって落ちこぼれたり、優越感にひたったりというような戦いはいりません。また、自分の条件が悪いから、自分に才能がないから、自分の環境がものすごく険しいからと言って、言い訳などしません。そのようなことに捕らわれて戦うような、振り回されるような戦いはもうごめんなのだと。だから、キリストを誇りにこれから生きていくというのは、何があってもどんな状況でも、一番真っ先にキリストを優先するということです。例えば、皆さんが弱さのゆえに倒れたことがあるとしましょう。そのときも、余計な戦いをしないで、キリストだけを誇りに思うと、自分自身には元々、誇れるようなことはないから良かったかもしれません。皆さんに誇れるようなものがないまま召されたというのは、良かったかもしれません。そういう何かは省かれるでしょう。今まで自慢にしていたものを、そうしないための努力はいらないでしょう。元々、ないから。キリストだけを、弱さがあっても他の人と比べたときに、衰えているところ、足りない部分があっても、それによって悩んだり比較したり、傷ついたりうらやましいと思ったりすることをしませんというのが、キリストだけを誇りに思うということです。そのときでも、真っ先にキリストを先頭に立たせてキリストにある自分を見つけることです。そうすると、倒れたときでも、弱さを抱えていても、学歴や知恵がなくても関係なく、「私は幸いな者。私は神の子ども。聖霊が宿っている尊い神の神殿であり、私をとおして周りは変わるし、現場の暗やみが砕かれるものには変わりはありません。それこそが誇りです。つまり、正しい確信と自負を持って生きるようになるということが、キリストだけを誇りに生きていくということです。これを決心して、ぜひ実践してください。そうすると、皆さんも知らないうちに、神様に認められ喜ばれ、周りから好かれるようになります。なぜなら余計な喧嘩に巻き込まれないから「いいよ。どうでもいいよ」になるからです。世の中では、本当はそのような人間が欲しいのです。何も言わなくても、そういったピリピリした緊張する競争の中を歩いているところなので、そういうこととは関係ないかのように生きる平安に満ちた人間が欲しいのです。現場に行ってみると、何も言わなくてもそういった人は好かれるのです。

どうすればそうなるのでしょうか。キリストだけを誇りに生きていくということを決心してください。例えば、牧師の場合もメッセージをして皆が恵まれ、「今日のメッセージはすごかったです」と言われると、つい自分が出ちゃいそうになります。自分の中には皆さんに感動を与えるようなものは根っこからなかった者です。全部が勘違いです。神の恵みにおいて、キリストによってそうなっただけです。教会が少し大きくなりました。それで小さい教会を見下すように見るというのはとんでもありません。自分の中には教会を大きくするような才能、能力などは根っこからありません。神の恵みによって、私が私になったのは神の恵みなのです。創世記３章が何か分かっていれば、何がどこを自慢できるでしょうか。そのようなことはこれからさようならしましょう。そのような負担からも自由になってください。なくても構いません。逆に、自慢できるようなものがなくて良かったのではないでしょうか。そういうことに振り回される時間を省かれて、すぐさまダイレクトにキリストだけを誇りに思えるので。いつもキリストを真っ先に宣言してください。
皆さん、一緒に最後に宣言して終わりたいと思います。キリストだけを誇りに思うというのは、このように宣言することです。私が先に言いますので、ついて言ってください。「私は幸い。キリストのゆえに。私は最高の人。キリストのゆえに。自分のために現場は変わる。キリストのゆえに」これを常に宣言してください。これがキリストだけを誇りに生きるということです。皆さんには、今までの世的な基準から見ると「私は幸い」と言えるようなものがないでしょう。それにだまされないでください。それはもう終わりました。関係ありません。だから、キリストだけを誇りにすると、皆さんは幸いです。最高の人です。皆さんを通して必ず皆さんの現場は変わります。変わるようになっています。信じてください。「えー、でも」。それはまたキリストを忘れるからです。また自分を誇りに思うから、誇れるようなものがなくてまた落ちこぼれるからです。関係ありません。キリストのゆえに。来週からは、礼拝の最初からぱちぱちと目を開けて聞いてください。そうでないと、途中から声が高くなります。汗をかいてしまいます。後半はみな目覚めていらっしゃるのですが、前半からお願いします。私を助けてください。汗びっしょりです。私も静かにしゃべれます。「私は幸い。私は最高の人。ぼくのために現場は変わるのだ。最後にキリストのゆえに」。忘れてはいけません。そうすると、最後に見えてくると思います。自慢によって疲れている現場が見えてくるでしょう。それから、逆に自慢することがないから落胆して疲れている現場が見えてくるようになると思います。そのときから祈りは変わるようになるし、皆さん自分自身は感謝にあふれるようになるでしょう。ぜひ素敵な人生、格好いい人として残りの生涯を歩いていただきたいと思います。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。私たちは、不思議に思います。なぜこんなに愚かな者を、なぜこんなにちっぽけなものを神様は召されたのでしょうか。この世には、元々、希望はないし、キリストしか希望はない。だから、キリストしか誇りはない。キリストだけを誇りにして生きていくというメッセージのためにそうされたことを教えられました。兄弟姉妹がキリストだけを誇りに思って握って、今まで誇りの基準を持って負担になっていたすべてから離れて自由になり、キリストとともに歩むことができるようにどうか導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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